
西堀榮三郎記念探検の殿堂
https://e-omi-muse.com/tanken-n/
〒527-0135  滋賀県東近江市横溝町４１９
電話：0749-45-0011 FAX：0749-45-3556
tanken@city.higashiomi.lg.jp
休館：月曜（休日の場合は翌日）、休日の翌日

※東近江市在住の方は無料
※障害者およびその引率者は免除
※20名以上は団体割引
　（大人250円・小中学生120円）

大人300円・小中学生150円
開館時間：9時30分から17時　

湖東三山SIC湖東三山SIC

①お名まえ、②連絡先をメールか FAXで
 下記までお申し込みください。

定　員：20 名
参加費：500円（入館料は別途必要です

愉しみながらやれ！
企画展

関連イベント
-自主主義で創造性の発揮を-

台湾植物界の父・早田文蔵②台湾植物界の父・早田文蔵②

独創的な「動的分類系」とその着想の源

早田が命名した植物の
健康茶や、台湾肉桂という香辛料、
台湾南部産の肉桂水、
台北植物園で採取されたハチミツ、
などなど、香りや味覚で味わいながら、
亜熱帯の台湾で早田が夢中になった
植物の世界に思いをはせましょう♪

何が早田を突き動かしたのか？

早田が命名した植物のお茶を　　　　　　　　　　飲みながら♪

9/2（日）
13：30~15：00

Ph.D Hayata

台北植物園（台湾・台北市）協力！台北植物園（台湾・台北市）協力！
製菓協力：きの花工房（東近江市政所町/永源寺地区）製菓協力：きの花工房（東近江市政所町/永源寺地区）

明治期の日本。西洋からの進化論は日本の自然観とは
異なる部分があり、論争の火種となりました。
しかし、仏教徒でもあった早田は、進化論を拒否せず、
仏教の考え方も捨てず、両方を立てる方法を模索しま
した。
早田に注目することは、日本はどうやって科学を自ら
のものにしてきたのかという大きな問いを
考える上でも有用だと思います。

東近江市民は入館無料です）


